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丸亀城 

 丸亀城は標高 66m の亀山に築かれた平山城

で、別名亀山城や蓬莱城と呼ばれています。 

本丸・二の丸・三の丸・帯曲輪石垣が巡り、 

特に北側の石垣は「扇の勾配」と呼ばれ、高く

美しい勾配で築かれています。東西約５４０ｍ、

南北約４６０m のうち、内堀以内の範囲が国指

定史跡です。丸亀城天守も重要文化財に指定さ

れており、高さ日本一の石垣の名城として全国

的に有名な現存天守 12 城の一つです。 

石垣崩落 

平成 30 年 7 月から 10 月にかけて、大雨や

台風の影響で丸亀城南西部の帯曲輪石垣およ

び三の丸石垣が崩落しました。  

 

【平成 30 年 10 月 9 日撮影】  

復旧石垣個数         単位：（個）        

 帯曲輪 三の丸 合計 

崩落石垣 約 2,400 約 1,800 約 4,200 

補修石垣 約 200 約 1,100 約 1,300 

埋没石垣※推定 約 100 約 400 約 500 

復旧合計 約 2,700 約 3,300 約 6,000 

石垣の規模          単位：（㎡） 

名 称 崩落面積 復旧面積 

帯曲輪石垣 約 900 約 1,160 

三の丸石垣  約 770 約 1,470 

合 計 約 1,670 約 2,630 

本年４月、丸亀城石垣崩落復旧整備事業の 

ため、丸亀市都市整備部・都市計画課内に石垣

復旧工事室を新設しました。 

「石垣復旧工事室だより」では、復旧工事の 

情報や発掘調査の情報を皆様にお届けします。 

応急対策工事 

 

二次被害防止のため実施した応急対策 

工事が 6 月 13 日に完成しました。撤去した 

石の数は約 650 石です。       

  

 

         

 

 

本格復旧工事 

丸亀市のシンボルである丸亀城は、次世代

へ引き継ぐ貴重な文化財であることから、伝

統工法による復旧を基本としつつ、長期的な

安定性確保のため、文化財的価値への影響が

最小限となるような現代工法も検討し、教育

委員会文化財保護室と協力して 5 年の復旧

を目標に事業に取り組みます。 

 

解体石材最初の一石

です。城内グラウン

ドに降ろした石材で

一番重い石は、 

角石で約２トンあり

ました。 

石垣を元へ戻すため

に全ての石に番号を

付けます。（石材カル

テ）この石の番号は

Ａ－1－40 です。 

応急対策工事中、山﨑氏

時代の埋没石垣が出現

し ま し た 。 慶 安 ２ 年

（1649）以前に破損し

た三の丸坤櫓跡の石垣

と考えられます。 



第 1 回市民説明会 

 7 月 7 日 第１回丸亀城石垣復旧事業報告会

を開催し、石垣復旧整備事業の進ちょく状況や

今後の予定などを説明しました。 

 

 質疑では参加者から「課題克服」「丸亀城全

体の取り組み」「本格復旧工事」など、石垣復

旧事業の現状と今後の取り組みについて多く

の質問が寄せられました。 

 

質問の内訳 

丸亀城全体の取り組み      8 件 

丸亀城の歴史と石垣崩落    5 件 

石垣崩落メカニズムの推定    2 件 

応急対策工事の完成       4 件 

課題克服と組織体制       14 件 

本格的復旧事業              7 件 

分科会からの報告 広報分科会   7 件 

          財政分科会      1 件 

          保存活用分科会  2 件 

その他 1 件 

 

※石垣復旧事業報告会は、今後も開催方法を 

改善しながら継続して開催します。 

 

先進地研修 

 石垣復旧工事室の職員３人が、令和元年 8 月

7～8 日東日本大震災により被災した小峰城

（福島県白河市）へ先進地研修に行きました。 

 小峰城は平成 23 年の東日本大震災で石垣が

10 箇所にわたり崩落し、6 箇所で孕み（石垣

の膨らみ）や目地の開き等の変形が生じました。 

 地震による石垣の崩落被害は総延長 160ｍ

面積 1,500 ㎡と、東日本大震災における文化

財被害としては最大級となりました。 

復旧工法は江戸時代の伝統工法に基づいて

修復が行なわれ、平成 31 年 3 月に完了しまし

た。 

 

        

 

参加した職員の感想 

 小峰城は修復箇所が 15 箇所に分散し、並行作業

が可能でしたが丸亀城は１箇所 2段の石垣復旧工事

となるため、綿密な工程管理が重要だと思いました。

また、石垣復旧工事は土木技師、学芸員、施工業者

が協力して行う必要があり、文化財石垣を取り扱う

共通認識を持ち、取り組む必要があると感じました。 

 

私は土木技術者の立場で参加しましたが、土木と

文化財の視点で意見が異なる時、文化財主体の調整

が図られ、土木技師、学芸員、施工業者の連携等、

苦労話を聞くことができました。丸亀城石垣復旧事

業において土木の視点から工事を支えたいと感じま

した。 

 

石垣の災害復旧は崩落前の姿に戻すことと、でき

るだけ積まれた当時の姿を残すことが求められます。

小峰城はこの方針に忠実に修復しており文化財石垣

としての修理方針をしっかりと踏襲した修復事例を

勉強することができました。今後の丸亀城石垣復旧

事業において解体範囲や復旧検討に活かしていきた

いと思います。 

  

       【先進地研修の様子】 
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【小峰城ＨＰより】 


